
1SSNO288-6480

第１２２論

『入出二門偶』における五念門行の主体について

………………………………………………………井上善幸

『略論安楽浄土義』の思想背景一仏智疑惑について

……………･………………………………･…･……高田文英

『浄土三経往生文類』に示される往生………山崎淳大

ShinBuddhistEcology:GroundeduponTension

betweentheActualandldeal．．…･………MistuyaDake

記念講演「信の動態」…･…………………･…･安冨信哉

平成２２年３月

青昌っ筒出二大ｇ昌暑産三男零昌甚僅雪
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安
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目

『
入
出
一
一
門
偶
』
に
お
け
る
五
念
門
行
の
主
体
に
つ
い
て
：
…
：
：
井
上
善
幸
（
一
）

『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
の
思
想
背
景
ｌ
仏
智
疑
惑
に
つ
い
て
…
．
：
高
田
文
英
（
一
一
一
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「
浄
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一
一
一
経
往
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文
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に
示
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往
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卒
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親
鴬
浄
土
教
と
現
代
（
Ｍ
・
Ｄ
）
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
（
Ｍ
・
Ｄ
）
龍
漢
章
雄

ｏ
真
宗
伝
道
学
演
習

「
化
身
土
文
類
」
の
基
礎
的
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
川
添
泰
信

ｏ
真
宗
教
学
史
演
習

存
覚
教
学
の
研
究
ｌ
『
六
要
紗
』
Ｉ
（
Ｍ
・
Ｄ
）
林
智
康

真
宗
教
学
の
諸
問
題
ｌ
真
宗
百
論
題
の
研
究
Ｉ
（
Ｍ
・
Ｄ
）

Ｂ
・
大
乗
浄
土
教
に
お
け
る
中
観
・
唯
識
の
受
容
と
思
想
的
意
義

ｌ
龍
樹
・
世
親
・
曇
鴬
・
道
緯
Ｉ
（
２
）
（
Ｍ
・
Ｄ
）武

田
龍
精

Ａ
・
真
俗
二
諦
論
の
研
究
Ｉ
（
Ｍ
・
Ｄ
）
龍
漢
章
雄

Ｂ
・
真
俗
二
諦
論
の
研
究
Ⅱ
（
Ｍ
・
Ｄ
）
龍
漢
章
雄

Ａ
・
親
鴬
浄
土
教
の
比
較
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ｂ
・
親
驚
浄
土
教
の
比
較
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ａ
・
近
代
親
鴬
研
究
批
判
（
Ｍ
）
嵩
満
也

ｏ
真
宗
教
学
史
特
殊
研
究

Ａ
・
蓮
如
教
学
の
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
林
智
康

Ｂ
・
蓮
如
教
学
の
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
林
智
康

ｏ
浄
土
教
理
史
特
殊
研
究

平
成
二
十
一
年
度
真
宗
学
講
義
題
目

Ａ
・
庫
山
慧
遠
の
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）

武
田
龍
精

大
田
利
生

内
藤
知
康

ｏ
浄
土
教
理
史
演
習

無
量
寿
経
諸
本
の
比
較
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
大
田
利
生

Ｏ
真
宗
学
文
献
研
究

Ａ
・
「
親
驚
著
作
を
読
む
皿
原
文
と
英
訳
」
（
Ｍ
）
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ｂ
・
「
親
驚
著
作
を
読
む
皿
原
文
と
英
訳
」
（
Ｍ
）
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ａ
・
『
教
行
信
証
義
例
』
（
Ｍ
）
井
上
善
幸

Ｂ
・
『
教
行
信
証
義
例
』
（
Ｍ
）
井
上
善
幸

Ａ
・
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
思
想
Ｉ
（
Ｍ
）
鍋
島
直
樹

Ｂ
・
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
思
想
Ⅱ
（
Ｍ
）
鍋
島
直
樹

Ａ
・
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
読
解
（
Ｍ
）
殿
内
恒

Ｂ
・
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
読
解
（
Ｍ
）
殿
内
恒

Ａ
・
親
鴬
思
想
に
お
け
る
信
（
Ｍ
）
玉
木
興
慈

大
学
院

・
真
宗
学
特
殊
研
究

Ａ
・
親
鴬
聖
人
編
『
西
方
指
南
抄
』
の
研
究
（
Ｍ
）
杉
岡
孝
紀

Ｂ
・
親
鴬
聖
人
編
『
西
方
指
南
抄
』
の
研
究
（
Ｍ
）
杉
岡
孝
紀

Ａ
・
大
乗
浄
土
教
に
お
け
る
中
観
・
唯
識
の
受
容
と
思
想
的
意
義

ｌ
龍
樹
・
世
親
・
曇
驚
・
道
緯
Ｉ
（
１
）
（
Ｍ
・
Ｄ
）

Ｏ
真
宗
学
演
習

Ａ
・
『
選
択
集
』
の
浄
土
教
理
史
的
考
察

Ｂ
・
『
逆
修
説
法
』
の
浄
土
教
理
史
的
考
察

Ｂ
・
盾
山
慧
遠
の
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）

六

九

藤
堂
俊
英

藤
堂
俊
英

大
田
利
生



Ｂ
・
親
驚
思
想
に
お
け
る
信
（
Ｍ
）
玉
木
興
慈

Ａ
・
『
教
行
信
証
』
の
書
誌
的
研
究
（
上
）
（
Ｍ
）
武
田
晋

Ｂ
・
『
教
行
信
証
』
の
書
誌
的
研
究
（
下
）
（
Ｍ
）
武
田
晋

Ａ
・
『
往
生
論
註
』
の
構
造
と
下
巻
の
内
容
（
Ｍ
）
深
川
宣
暢

Ｂ
・
『
往
生
論
註
』
下
巻
の
要
義
（
Ｍ
）
深
川
宣
暢

○
伝
道
学
特
殊
研
究

Ａ
・
医
療
・
看
護
・
福
祉
の
諸
課
題
と
宗
教
（
Ｍ
）
田
畑
正
久

Ｂ
・
医
療
と
宗
教
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
（
Ｍ
）
田
畑
正
久

Ａ
・
蓮
如
上
人
と
そ
の
教
学
に
み
る
真
宗
伝
道
論
（
Ｍ
）

清
岡
隆
文

藤
能
成

教
理
史
特
殊
講
義

Ａ
・
人
間
救
済
の
諸
相
ｌ
韓
国
仏
教
史
と
新
羅
・
元
暁
の

浄
土
思
想
を
中
心
と
し
て
Ｉ
藤
能
成

Ｂ
・
曇
鴬
『
往
生
論
註
』
の
研
究

ｌ
そ
の
思
想
と
親
鴬
へ
の
展
開
Ｉ
岡
崎
秀
麿

教
学
史
特
殊
講
義

Ａ
・
念
仏
者
の
行
業
論
ｌ
伝
道
学
の
視
点
か
ら
Ｉ
葛
野
洋
明

教
義
学
特
殊
講
義

Ａ
・
曇
驚
教
学
の
基
礎
的
研
究
川
添
泰
信

Ｂ
・
信
心
と
そ
の
利
益
打
本
未
来

Ｃ
・
親
鴬
の
往
生
浄
土
思
想
ｌ
思
想
的
背
景
・

歴
史
的
経
緯
・
現
代
的
意
義
Ｉ
武
田
慶
之

伝
道
学
特
殊
講
義

Ａ
・
「
御
文
章
」
の
研
究
清
岡
隆
文

Ｂ
・
宗
教
と
医
療
・
看
護
・
福
祉
の
関
係
の
諸
問
題
田
畑
正
久

Ｃ
・
真
宗
念
仏
者
に
お
け
る
聞
法
と
伝
道
ｌ
仏
教
と

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
交
流
を
契
機
と
し
て
Ｉ
吾
勝
常
行

真
宗
学
特
殊
講
義

Ａ
・
親
賛
の
往
生
浄
土
思
想
ｌ
思
想
的
背
景
・

歴
史
的
経
緯
・
現
代
的
意
義
Ｉ
武
田
慶
之

教
理
史
講
読

Ａ
・
『
一
念
多
念
文
意
』
を
読
む
函
原
文
と
英
訳

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

七
○

文
学
部
真
宗
学
科

真
宗
学
概
論
Ａ
釈
尊
の
仏
教
か
ら
親
鴬
へ

ｌ
そ
の
教
え
の
極
ま
り
ｌ

大
田
利
生

浄
土
教
理
史
親
鴬
浄
土
教
の
背
景
川
添
泰
信

真
宗
教
学
史
『
歎
異
抄
』
・
覚
如
上
人
・
存
覚
上
人
・

蓮
如
上
人
の
教
学
と
江
戸
宗
学
林
智
康

真
宗
教
学
史
親
鴬
思
想
解
釈
史
の
批
判
的
概
説
龍
漢
章
雄

浄
土
教
聖
典
学
概
論
浄
土
教
聖
典
の
成
立
と
展
開
深
川
宣
暢

真
宗
聖
典
学
概
論
親
萱
・
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
の
説
き

示
し
た
教
え

貫
名
譲

真
宗
聖
典
学
概
論
宗
祖
と
列
祖
の
著
述
を
学
ぶ
牧
野
仁

浄
土
教
概
論
法
然
と
そ
の
門
下
の
浄
土
教
武
田
晋

真
宗
伝
道
学
現
代
に
お
け
る
真
宗
信
仰
の
復
興
を
目
指
し
て



真
宗
学
基
礎
演
習
Ｉ
㈱
・
㈹
・
㈲
・
目
・
㈱
真
宗
入
門

井
上
善
幸
・
原
田
哲
了
・
高
田
文
英
・
那
須
英
勝
・
藤
能
成

真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
例
・
㈱
・
㈲
・
㈲
・
㈱
「
正
信
念
仏
偶
」

Ｂ
・
『
往
生
要
集
』
を
読
む

を
学
ぶ

高
田
文
英

井
上
善
幸
・
玉
木
興
慈
・
原
田
哲
了
・
那
須
英
勝
・
高
田
文
英

教
理
史
演
習
Ｉ

㈱
浄
土
教
理
史
と
親
驚
教
義
の
基
礎
的
研
究
川
添
泰
信

㈹
曇
鴬
浄
土
教
の
特
色
殿
内
恒

例
（
休
講
）

教
学
史
演
習
Ｉ

㈱
覚
如
上
人
の
教
学
と
伝
道
林
智
康

㈹
往
生
思
想
の
解
釈
を
め
ぐ
る
諸
問
題
龍
漢
章
雄

教
義
学
演
習

例
浄
土
三
部
経
と
親
鴬
大
田
利
生

㈹
親
鴬
教
義
の
研
究
内
藤
知
康

㈲
『
高
僧
和
讃
』
を
読
む
井
上
善
幸

伝
道
学
演
習
Ｉ

材
真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
深
川
宣
暢

㈹
親
鴬
思
想
に
基
づ
く
人
間
理
解
の
探
求
鍋
島
直
樹

卒
業
論
文
（
教
理
史
演
習
Ⅱ
）

例
大
田
利
生

㈹
浄
土
教
理
史
と
真
宗
教
義
お
よ
び
安
心
深
川
宣
暢

㈲
（
休
講
）

卒
業
論
文
（
教
学
史
演
習
Ⅱ
）

㈱
真
宗
教
学
史
の
基
礎
的
研
究
川
添
泰
信

甘

玉
木
興
慈

卒
業
論
文
（
教
義
学
演
習
Ⅱ
）

㈱
真
宗
教
義
の
諸
問
題
内
藤
知
康

七

Ｃ
・
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
む
佐
々
木
覚
爾

教
学
史
講
読

Ａ
・
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
に
学
ぶ
宗
教
的
真
実
性

藤
能
成

Ｂ
・
存
覚
『
浄
土
真
要
紗
』
の
講
読
渡
遷
了
生

教
義
学
講
読

Ａ
・
『
教
行
信
証
』
（
上
）
（
教
巻
・
行
巻
・
信
巻
）
深
川
宣
暢

Ｂ
・
『
教
行
信
証
』
（
下
）
証
巻
、
真
仏
土
巻
、

方
便
化
身
士
巻
の
講
読
藤
能
成

Ｃ
・
『
恵
信
尼
文
書
』
の
視
覚
的
読
解
安
藤
章
仁

Ｄ
・
親
驚
の
手
紙
を
英
訳
で
読
む
那
須
英
勝

Ｅ
・
一
念
多
念
証
文
（
一
念
多
念
文
類
）
貫
名
譲

伝
道
学
講
読

Ａ
・
『
御
伝
紗
』
を
読
み
な
が
ら
伝
道
を
考
え
る
清
岡
隆
文

Ｂ
・
「
三
帖
和
讃
」
を
読
み
解
く
吾
勝
常
行

Ｃ
・
伝
道
学
の
視
点
か
ら
『
御
文
章
』
を
読
む
葛
野
洋
明

真
宗
学
講
読

Ａ
・
『
教
行
信
証
』
（
下
）
証
巻
、
真
仏
土
巻
、

方
便
化
身
士
巻
の
講
読
藤
能
成



情
報
科
目

㈹
真
宗
学
の
諸
問
題
龍
漢

㈲
真
宗
学
の
諸
問
題
杉
岡

卒
業
論
文
（
伝
道
学
演
習
Ⅱ
）

㈱
真
宗
教
学
と
伝
道
林

㈹
蓮
如
上
人
の
御
文
章
を
読
む
武
田

真
宗
学
概
論
Ｂ
真
宗
を
学
問
と
し
て
学
ぶ
玉
木

布
教
伝
道
論
Ｉ
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
位
相
吾
勝

布
教
伝
道
論
Ⅱ
相
談
伝
道
の
理
論
的
考
察
と
実
践
方
法吾

勝

真
宗
教
団
史
真
宗
教
団
の
歴
史
と
展
開
原
田

共
生
論
（
休
講
）

常
行

宗
司

智
康垂

日

興
慈

常
行

孝章
紀雄

真
宗
学
概
論
Ａ
（
休
講
）

真
宗
聖
典
学
概
論
宗
祖
と
列
祖
の
著
述
を
学
ぶ
牧
野
仁

浄
土
教
理
史
（
休
講
）

真
宗
教
学
史
親
驚
思
想
解
釈
史
の
批
判
的
概
説
龍
漢
章
雄

真
宗
学
特
殊
講
義
Ａ
親
鴬
の
往
生
浄
土
思
想

ｌ
思
想
的
背
景
・
歴
史
的
経
緯
・
現
代
的
意
義
Ｉ
武
田
慶
之

真
宗
学
講
読
Ａ
『
教
行
信
証
』
（
下
）
証
巻
、
真
仏
土
巻
、

方
便
化
身
土
巻
の
講
読
藤
能
成

七
二

教
義
学
講
読
Ｃ
『
恵
信
尼
文
書
』
の
視
覚
的
読
解
安
藤
章
仁

文
書
伝
道
論
Ｉ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
文
書
伝
道
Ｉ

原
田
宗
司

文
書
伝
道
論
Ⅱ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
文
書
伝
道
Ⅱ

原
田
宗
司

社
会
人
特
別
コ
ー
ス
開
講
科
目

真
宗
学
基
礎
演
習
Ｉ
真
宗
入
門
原
田
哲
了

真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
真
宗
入
門
原
田
哲
了

真
宗
学
演
習
Ｉ
親
鴬
思
想
の
諸
問
題

ｌ
和
語
聖
教
を
中
心
と
し
て
Ｉ
武
田
晋

卒
業
論
文
（
真
宗
学
演
習
Ⅱ
）
親
鴬
思
想
の
諸
問
題

ｌ
和
語
聖
教
を
中
心
と
し
て
Ｉ
武
田
晋



七

論
文
題
目

平
成
二
十
年
度
真
宗
学
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
一
覧

姓
名

文
学
部
卒
業
論
文

親
鴬
の
生
死
観

親
鴬
聖
人
の
信
心

親
鴬
聖
人
と
そ
の
教
え

ｌ
御
消
息
を
中
心
と
し
て
Ｉ

ｌ
多
田
専
浄
を
中
心
に
ｌ

親
鴬
に
お
け
る
利
益
の
問
題

親
鴬
に
お
け
る
人
間
観
の
研
究

『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
浄
土
観
の
一
考
察

親
鴬
の
浄
土

三
願
転
入
の
研
究

五
念
門
の
研
究

曇
鴬
・
親
鴬
に
お
け
る
他
力
思
想
の
一
考
察

ｌ
他
利
利
他
を
通
じ
て
ｌ

善
導
大
師
の
仏
道

ｌ
法
門
顕
示
と
そ
の
姿
勢
ｌ

真
宗
に
お
け
る
求
道
論

三
業
惑
乱
教
学
的
研
究

仏
教
共
生
学
の
研
究

大
学
院
修
士
論
文

真
宗
に
お
け
る
伝
道
に
つ
い
て
の
一
考
察
岩
田
紘
昭

親
驚
に
お
け
る
阿
閣
世
王
説
話
の
意
義
藤
津
正
志

浄
土
真
宗
の
救
い
都
路
初
子

ｌ
主
と
し
て
『
教
行
信
証
』
の
比
職
と
物
語
を
通
し
て
ｌ

親
鴬
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
研
究
赤
井
法
顕

善
養
素
雲
に
お
け
る
本
尊
義
の
研
究
有
馬
慶
人

ｌ
『
浄
土
真
宗
本
尊
顕
正
義
』
を
中
心
と
し
て
ｌ

親
鴬
浄
土
教
に
お
け
る
回
向
の
問
題
石
川
真
也

北
海
道
開
教
史
の
基
礎
的
研
究
上
本
周
作

ｌ
西
本
願
寺
教
団
を
中
心
と
し
て
ｌ

真
仏
弟
子
論
の
研
究
小
笠
原
聡

親
驚
の
外
教
観
金
児
正
尊

真
宗
に
お
け
る
罪
悪
観
の
展
開
紫
雲
龍
教

ｌ
徴
悔
か
ら
漸
塊
へ
の
深
ま
り
ｌ

現
代
に
お
け
る
親
鴬
思
想
の
意
義
と
人
間
の
諸
相
考
察
白
石
明
子

顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
の
研
究
城
龍
紹

夕
ノ
ム
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
の
研
究
多
田
専
宗

朝
倉

朝
倉

天
野

松西善
原原利

佐
々
木
悟
朗

寺
西
孝
純

永
井
剛

長
坂
大
普

藤
本
智
彰

堀
川
宗
峰

真
名
子
晃
征

源
裕
樹

恵
昌

淳
也智

法
要興潤



悪
人
正
機
と
現
代
で
の
宗
教
認
識

真
宗
教
学
の
六
字
釈

浄
土
往
生
の
主
体
に
つ
い
て
の
一
考
察

親
鴬
の
人
間
観

二
十
二
願
文
解
釈
の
教
理
史
的
展
開

親
驚
の
「
自
然
法
爾
」
観

蓮
如
の
伝
道

石
泉
僧
叡
師
の
行
信
論

ｌ
信
理
解
を
中
心
と
し
て
ｌ

親
鴬
の
往
生
思
想

親
鴬
の
阿
弥
陀
仏
観

他
力
回
向
義
に
お
け
る
教
義
的
根
拠

浄
土
に
つ
い
て

真
宗
に
お
け
る
後
生
に
つ
い
て

現
代
社
会
と
浄
土
真
宗

親
鴬
消
息
の
研
究

『
観
経
』
解
釈
に
お
け
る
善
導
と
諸
師
の
比
較

平
安
仏
教
の
造
像
に
見
る
末
法
思
想

親
鴬
に
お
け
る
信
の
一
考
察

悪
人
正
機
説
の
一
考
察

西
国
真
宗
進
出

南
無
阿
弥
陀
仏
と
は

浄
土
真
宗
の
伝
道

親
鴬
に
お
け
る
誇
法
の
往
生
観

七
四

楠楠草釘九清木川
薙貫鬼原村口楠

宏
樹

国
香
彰
子

熊
谷
了
淳

小
寺
秀
徳

小
林
賢
司

小
林
雅
卓

小
松
正
宣

後
藤
泰
裕

津
田
望

篠
原
み
ほ
子

白
松
青
爾

季
平
祐
也

末
本
匡
徳

椙
俊
道

杉
田
了

誓哲秀唯晋弘
祐教央順敦信輔次

真
宗
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
一
考
察
天
谷
智
童

現
代
の
浄
土
真
宗
の
伝
道
の
在
り
方
石
井
健
志

隠
れ
念
仏
の
研
究
石
川
華

ｌ
薩
摩
・
人
吉
の
地
を
中
心
に
ｌ

悪
人
正
機
の
研
究
石
丸
涼
道

善
驚
義
絶
事
件
に
つ
い
て
の
一
考
察
井
上
健
太
郎

親
鴬
聖
人
の
教
法
表
現
井
上
宗
順

北
陸
に
お
け
る
蓮
如
説
話
の
受
容
巌
教
亜

善
導
大
師
の
観
経
観
の
一
考
察
岩
本
亮
輔

親
驚
聖
人
『
御
消
息
』
の
研
究
蔓
正
亮

ｌ
特
に
善
鴬
義
絶
を
中
心
と
し
て
ｌ

親
鴬
聖
人
の
伝
道
大
内
芳
隆

親
鴬
の
証
果
論
に
つ
い
て
大
江
智
承

真
宗
に
お
け
る
生
死
観
の
一
考
察
太
田
め
ぐ
み

親
鴬
の
往
生
思
想
に
つ
い
て
大
山
道
信

ｌ
生
因
三
願
か
ら
考
え
る
ｌ

親
鴬
の
信
心
理
解
に
つ
い
て
岡
部
哲
雁

真
宗
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
一
考
察
尾
ヶ
井
景
子

人
吉
球
磨
の
隠
れ
念
仏
に
つ
い
て
勝
枝
景
祐

仏
説
観
無
量
寿
経
の
三
心
に
関
す
る
浄
影
寺
慧
遠
と
善
導
の
解
釈加

藤
学

恵
信
尼
公
の
研
究
金
谷
佐
紀

現
代
社
会
に
お
け
る
命
の
問
題
と
浄
土
真
宗
に
お
け
る
命
鹿
浦
法
之

親
驚
聖
人
の
自
力
・
他
力
観
辛
嶋
祐
信



永
田

成
漂

南
候

鈴
木
蒋
弘

瀬
形
直

園
田
啓
太

祖
父
江
唯

高
川
玄
成

武
末
直
也

竹
林
景
潤

龍
尾
崇

玉
木
興
隆

丹
宮
教
信

醍
醐
秀
貴

近
安
真
紀

千
羽
顕
信

坪
井
竜
樹

寺
井
匠

照
山
唯
彰

富
樫
悠
典

時
森
和
之

禿
川
尊
法

富
津
慎
一
郎

内
藤
良
誠

中
川
さ
よ
子

仲
邑
責
也

中
山
光
信

二
種
深
信
に
つ
い
て

浄
土
真
宗
に
お
け
る
伝
道
の
考
察

「
真
実
に
生
き
る
」
と
は

ｌ
建
学
の
精
神
に
み
る
ｌ

親
鴬
の
浄
土
三
部
経
観

真
宗
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

親
鴬
と
隆
寛
に
お
け
る
法
然
教
学
の
受
容

ｌ
生
因
三
願
観
を
中
心
と
し
て
’

六
字
釈
義

妙
好
人
才
市
の
研
究

ｌ
生
涯
と
信
心
獲
得
ｌ

往
還
二
回
向
に
つ
い
て

蓮
如
の
女
人
往
生
に
関
す
る
一
考
察

真
宗
に
お
け
る
他
力
の
一
考
察

現
代
真
宗
伝
道
考

ｌ
親
鴬
・
蓮
如
の
伝
道
を
中
心
と
し
て
ｌ

真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
に
つ
い
て

往
生
浄
土
観

真
宗
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

初
期
の
真
宗
教
団
論

親
驚
の
共
生
観

浄
土
真
宗
に
お
け
る
生
命
観

浄
土
真
宗
の
人
間
像

ｌ
妙
好
人
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

七
五

深 庚平樋原原林
川津井口田田 法

祐
峰

橋
本
お
お
ら

長
谷
光
海

花
田
暁
子

『
御
文
章
』
の
研
究

親
鴬
に
お
け
る
女
人
往
生
の
研
究

六
字
釈
に
つ
い
て

現
代
に
お
け
る
死
と
救
い

現
代
人
と
浄
土
真
宗

「
顕
浄
土
方
便
化
身
士
文
類
」
と
他
力
回
向
義

親
鴬
の
浄
土
観

親
鴬
の
他
力
思
想
と
人
間
観

「
三
一
問
答
」
の
研
究

親
鴬
の
厭
欣
観

法
然
と
親
驚
の
教
え

一
向
一
撲
の
研
究

親
驚
に
お
け
る
還
相
回
向
に
つ
い
て

「
歎
異
抄
」
に
お
け
る
悪
人
正
機

本
願
寺
に
お
け
る
蓮
如
の
伝
道
方
法

浄
土
真
宗
と
平
和

蓮
如
と
一
向
一
摸

現
代
に
お
け
る
真
宗
の
意
義
の
一
考
察

善
導
教
学
か
ら
親
驚
教
義
へ
の
展
開

真
宗
の
神
祇
観

妙
好
人
浅
原
才
市
の
一
考
察

い
の
ち
を
生
き
る

現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗

名
号
論
に
つ
い
て
の
一
考
察

西
浦
綾
香

西
島
誓
雲

中
山

長
尾

長
岡

基
世

淳
一

弘
道

純
也

孝
浩

光
寿

行
暢

弘
彰

一
行

了
瑛

崇
信

光
雲

俊
也



正正絵
顕祥行里

藤
瀬
和
亮

藤
谷
永
寿

藤
本
弘
信

松
谷
教
生

松
永
詩
央
里

丸
岡
信
水

水
尾
恵
梨

藤
井
正
顕

藤
岡
恵
利
子

藤
岡
清
貴

藤
井
顕
子

山山柳村
田口 原 岡

水
杉
唯
可

水
野
正
幸

三
宅
真
教

三
和
真
美
子

親
鴬
聖
人
の
死
生
観

ｌ
摂
取
不
捨
の
教
育
を
求
め
て
ｌ

宗
教
教
育
に
つ
い
て

親
鴬
に
お
け
る
言
語
表
現
の
一
考
察

生
死
観ｌ

釈
尊
・
親
驚
・
現
代
ｌ

真
宗
に
お
け
る
信
心
の
一
考
察

親
鴬
の
信
心
と
念
仏

真
俗
二
諦
論
の
展
開

真
宗
に
お
け
る
浄
土
観
に
つ
い
て

親
鴬
聖
人
の
教
え
と
現
代

六
字
釈
義
に
つ
い
て

仏
教
に
お
け
る
女
性
観

ｌ
女
人
往
生
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
ｌ

「
義
な
き
を
義
と
す
」
考

道
緯
浄
土
教
と
三
階
教

’
約
時
被
機
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

親
驚
に
お
け
る
罪
悪
思
想

親
驚
聖
人
に
お
け
る
念
仏
観

ｌ
歎
異
抄
を
中
心
と
し
て
ｌ

親
篭
聖
人
の
人
間
観

救
い
に
つ
い
て

親
驚
の
言
語
観

曇
驚
の
浄
土
思
想

ｌ
般
若
と
方
便
を
中
心
に
し
て
ｌ

死
に
つ
い
て

ｌ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
中
心
と
し
て
ｌ

女
人
往
生
論

石
山
合
戦
に
お
け
る
門
徒
の
あ
り
方

ｌ
紀
州
門
徒
団
に
学
ぶ
ｌ

親
鴬
聖
人
の
伝
道
に
関
す
る
諸
説

自
殺
に
関
す
る
一
考
察

親
鴬
の
罪
悪
観

『
観
無
量
寿
経
』
の
一
考
察

１
章
提
希
と
阿
閣
世
の
苦
悩
と
救
い
ｌ

真
宗
と
ピ
ハ
ー
ラ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
女
性
観

浄
土
真
宗
に
お
け
る
死
の
問
題

仏
教
と
差
別

仏
教
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

真
宗
に
お
け
る
安
心
と
い
う
用
語

真
宗
に
お
け
る
寺
院
の
意
義

親
鴬
聖
人
の
生
と
死
に
つ
い
て

歎
異
抄
に
お
け
る
浄
土
観

仏
教
保
育
に
つ
い
て

真
宗
に
お
け
る
悪
人
正
機
の
一
考
察

親
鴬
の
生
と
死

『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
真
実
功
徳
相
の
考
察

七
六

漬和渡寄
口田漫気

山
本
真
吉

山
本
龍
法

山
名
諒
子

赤
沼
智
枝
子

井
手
み
な
み

小
畑
奈
緒

建
口
香
苗

田
中
美
由
紀

谷
責
照

中
島
唯

春
永
佳
波

藤
雄
唯
心

藤
本
知
恵

星
野
裕
樹

前
田
育
香

前
花
澄
香

恵
仁

崇
成

芳
樹

隆
子



野高藤藤山豊田川梅
々森井井出嶋川西園
村
昭 潤 憲 正 晃 良 豪 玄
範昭史因大隆信寛昭

村
上
泰
然

森
村
恭
子

山
崎
真
実

渡
漫
真
智
子

平
野
将
庸

乾
井
和
軌

七
七

『
歎
異
抄
』
に
お
け
る
悪
人
正
機
の
研
究

真
宗
に
お
け
る
社
会
福
祉

仏
教
福
祉
に
つ
い
て

真
宗
に
お
け
る
宗
教
的
情
操
教
育
の
一
考
察

現
代
に
お
け
る
伝
道
の
可
能
性

浄
土
真
宗
と
現
代
思
想

ｌ
現
生
正
定
緊
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
ー

歎
異
抄
に
お
け
る
親
鴬
聖
人
の
教
え

親
鴬
に
お
け
る
現
生
正
定
緊
の
研
究

真
宗
と
平
和

現
代
人
の
宗
教
心

親
鴬
聖
人
の
人
間
観

他
力
回
向
論
の
研
究

真
宗
に
お
け
る
葬
儀
に
関
し
て
の
一
考
察

阿
弥
陀
仏
論

念
仏
者
の
生
活
と
実
践



真
宗
学
会
消
息

真
宗
学
会
消
息

理
事
会

平
成
二
十
一
年
度
十
一
月
十
日
（
火
）
十
二
時
十
五
分
よ
り

清
和
館
三
階
ホ
ー
ル
に
て

一
、
平
成
二
十
年
度
決
算
（
井
上
善
幸
先
生
）

一
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
（
井
上
善
幸
先
生
）

一
、
役
員
の
変
更
に
つ
い
て
（
井
上
善
幸
先
生
）

・
理
事
の
退
任

矢
田
了
章
氏
龍
谷
大
学

武
田
龍
精
氏
龍
谷
大
学

マ
ル
テ
ィ
ン
・
レ
ッ
プ
氏
龍
谷
大
学

藤
能
成
氏
九
州
龍
谷
短
期
大
学

・
評
議
員
の
退
任

深
川
宣
暢
氏
龍
谷
大
学

那
須
英
勝
氏
米
国
仏
教
大
学
院
（
田
辺

・
卒
業
論
文
中
間
発
表
に
つ
い
て

・
第
六
十
三
回
真
宗
学
会
大
会
に
つ
い
て

（
三
）
親
睦
委
員
会
（
藤
井
顕
子
）

・
学
会
研
修
の
予
定
に
つ
い
て

（
四
）
庶
務
委
員
会
（
川
元
恵
史
）

・
学
会
費
の
徴
収
・
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

一
、
そ
の
他・

真
宗
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
（
漢
英
俊
）

・
真
宗
学
合
同
研
究
室
に
関
し
て
（
紫
雲
龍
教
）

七
八

平
成
一
一
十
一
年
度
真
宗
学
会
理
事
会
・
運
営
協
議
会

第
一
回
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会

平
成
二
十
一
年
六
月
四
日
（
木
）
十
二
時
二
十
分
よ
り

西
費
二
階
大
会
議
室
に
て

一
、
学
会
長
挨
拶
大
田
利
生
先
生

一
、
議
長
団
選
出

議
長
栗
原
直
子
（
博
士
二
回
）

副
議
長
平
井
幸
太
郎
（
博
士
三
回
）

副
議
長
紫
雲
龍
教
（
博
士
一
回
）

書
記
藤
井
顕
子
（
修
士
一
回
）

書
記
東
光
真
法
香
（
学
部
四
回
）

一
、
自
己
紹
介

一
、
役
員
の
変
更
に
つ
い
て
（
井
上
善
幸
先
生
）

一
、
平
成
二
十
年
度
決
算
（
井
上
善
幸
先
生
）

一
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
（
井
上
善
幸
先
生
）

一
、
各
委
員
会
活
動
予
定
に
つ
い
て

（
一
）
編
集
委
員
会
（
武
未
直
也
）

。
『
真
宗
学
科
学
生
論
文
集
』
第
一
四
号
発
行
に
つ
い
て

。
『
真
宗
学
』
第
一
二
一
号
、
第
一
一
一
二
号
発
行
に
つ
い
て

（
二
）
研
究
委
員
会
（
和
田
芳
樹
）

・
真
宗
学
会
研
究
発
表
会
に
つ
い
て



新
井
俊
一
氏
相
愛
女
子
短
期
大
学

・
理
事
の
就
任

深
川
宣
暢
氏
龍
谷
大
学
教
授

那
須
英
勝
氏
龍
谷
大
学
教
授

後
藤
明
信
氏
九
州
龍
谷
短
期
大
学
教
授

・
評
議
員
の
就
任

高
田
文
英
氏
龍
谷
大
学
講
師

藤
能
成
氏
龍
谷
大
学
教
授

清
岡
隆
文
氏
龍
谷
大
学
教
授

田
畑
正
久
氏
龍
谷
大
学
教
授

吾
勝
常
行
氏
龍
谷
大
学
教
授

葛
野
洋
明
氏
龍
谷
大
学
教
授

一
、
来
年
度
の
学
会
大
会
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日
（
火
）
開
催
予
定

一
、
そ
の
他

（
報
告
議
長
栗
原
直
子
）

・
四
月
三
十
日

・
五
月
十
八
日

・
六
月
二
十
二
日

真
宗
学
会
消
息 『

真
宗
学
』
第
一
一
九
・
一
二
○
合
併
号
配
布
開

始『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
原
稿
校
正

真
宗
学
資
料
室
・
整
理
、
『
真
宗
学
』
残
部
集
計

『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
配
布
開
始

・
九
月
下
旬
第
一
回
編
集
委
員
会
議

・
二
月
十
日
第
六
十
三
回
真
宗
学
会
大
会
記
念
講
演
収
録

・
一
二
月
上
旬
第
二
回
編
集
委
員
会
議

・
一
二
月
下
旬
『
真
宗
学
』
第
一
二
一
号
、
永
田
文
昌
堂
へ
原
稿

提
出
開
始

・
一
月
下
旬
『
真
宗
学
』
第
一
二
二
号
、
永
田
文
昌
堂
へ
原
稿

提
出
開
始

・
一
一
月
上
旬
『
真
宗
学
』
第
一
二
一
一
一
・
一
二
四
合
併
号
、
原
稿

執
筆
依
頼

・
二
月
上
旬
『
真
宗
学
科
学
生
論
文
集
』
論
文
提
出
依
頼

・
二
月
中
旬
『
真
宗
学
』
第
一
二
一
号
、
納
入
（
予
定
）

・
三
月
上
旬
『
真
宗
学
』
第
一
二
二
号
、
納
入
（
予
定
）

平
成
二
十
一
年
度
の
編
集
委
員
会
は
、
例
年
の
活
動
（
『
真
宗
学
』
・

『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
の
刊
行
）
に
加
え
、
『
真
宗
学
』
の
寄
贈
・
販

売
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
、
初
の
試
み
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
真
宗
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
真
宗
学
』
の
広
告

を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、

寄
贈
・
販
売
冊
数
は
一
○
○
冊
を
越
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
販
売
に
大
き
く
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
、
並
び
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
、
庶
務
委
員
の
皆
様
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
誌

の
執
筆
・
配
布
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸
先
生
方
、
大
学
院
生
の
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
報
告
武
末
直
也
）

七
九

編
集
委
員
会
報
告

平
成
二
十
一
年
度

・
四
月
二
十
一
日



親
睦
委
員
会
報
告

平
成
二
十
一
年
度

金
子
み
す
寅
の
故
郷
仙
崎
と
山
陰
妙
好
人
探
訪
の
旅

【
日
程
】

九
月
十
日
（
木
）

］
幻
京
都
駅
↓
］
困
新
山
口
駅
↓
長
門
湯
本
↓
］
困
仙
崎
駅
↓
み
す
蜜
通

り
↓
み
す
蜜
記
念
館
↓
遍
照
寺
↓
向
岸
寺
↓
萩
た
な
か
ホ
テ
ル

九
月
十
一
日
（
金
）

宿
泊
地
↓
萩
焼
き
工
房
↓
高
杉
晋
作
誕
生
地
↓
松
陰
神
社
・
吉
田
松
陰

歴
史
館
↓
津
和
野
観
光
・
昼
食
↓
光
現
寺
（
有
福
）
↓
温
泉
津
・
輝
雲

荘
九
月
十
二
日
（
士
）

宿
泊
地
↓
安
楽
寺
（
石
見
）
↓
石
見
銀
山
観
光
・
昼
食
↓
］
宛
広
島
駅

↓
］
罰
京
都
駅

真
宗
学
会
消
息

る
こ
と
だ
け
を
良
し
と
し
て
い
な
い
の
が
山
口
県
で
あ
り
、
山
口
県
ら
し

さ
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。
山
口
県
の
詳

し
い
ガ
イ
ド
に
聞
き
入
っ
て
い
る
う
ち
に
、
長
門
湯
本
に
到
着
。
昼
食
を

頂
く
。
わ
か
め
が
名
産
ら
し
く
、
わ
か
め
を
練
り
こ
ん
だ
う
ど
ん
も
美
味

し
く
頂
い
た
。
腹
ご
し
ら
え
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
バ
ス
に
乗
り
移
動

し
、
い
よ
い
よ
研
修
が
始
ま
っ
た
。
は
じ
め
に
降
り
立
っ
た
の
は
、
］
両

山
陰
本
線
仙
崎
駅
で
あ
る
。
金
子
み
す
賢
さ
ん
と
い
う
方
は
、
仙
崎
で
生

ま
れ
育
ち
、
大
正
時
代
後
期
に
琴
星
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
「
若
き
童
謡
詩

人
の
中
の
巨
星
」
と
称
賛
さ
れ
た
が
、
茄
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去

っ
た
た
め
い
つ
し
か
「
幻
の
童
謡
詩
人
」
と
語
り
継
が
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
素
朴
で
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
駅
舎
で
構
内
に
は
、
金
子
み
す
薮
さ

ん
の
様
々
な
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
駅
前
に
て
集
合
写
真
を
撮
り
、

駅
か
ら
北
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
「
み
す
蛍
通
り
」
を
行
く
。
通
り
に
は
、

み
す
蜜
さ
ん
の
詩
を
門
前
に
掲
げ
た
家
々
が
並
び
、
町
中
が
み
す
蜜
さ
ん

一
色
で
あ
る
。
少
し
歩
く
と
「
金
子
み
す
薮
記
念
館
」
に
到
着
し
、
記
念

館
の
中
に
は
、
み
す
ぎ
さ
ん
が
育
っ
た
家
が
復
元
さ
れ
て
い
た
り
、
た
く

さ
ん
の
作
品
と
生
涯
を
中
心
に
し
た
展
示
が
あ
っ
た
。
中
に
は
、
み
す
武

さ
ん
の
詩
が
響
い
て
聞
こ
え
て
く
る
椅
子
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
場
所
に
手

を
か
ざ
す
と
光
と
と
も
に
詩
が
掌
に
写
し
出
さ
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
あ

り
、
驚
か
さ
れ
楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞
で
き
た
。
詩
を
書
か
れ
た
み
す
蛍
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
人
が
ら
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

あ
ま
り
大
き
い
と
は
言
え
な
い
記
念
館
で
あ
っ
た
が
、
中
は
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
が
流
れ
て
お
り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
一
つ
一
つ
の
詩
を
鑑
賞
し

て
い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ

八
○

〈
九
月
十
日
〉

］
宛
京
都
駅
に
８
時
集
合
。
参
加
者
二
六
名
中
十
六
名
が
揃
い
、
新
山

口
駅
へ
と
向
か
う
。
定
刻
ど
お
り
新
山
口
駅
に
到
着
し
、
現
地
集
合
で
あ

っ
た
七
名
が
合
流
し
二
一
一
一
名
で
バ
ス
移
動
と
な
る
。
移
動
の
車
中
、
は
じ

め
に
親
睦
委
員
の
龍
漢
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
先
生
に
用
意
し
て
頂

い
た
金
子
み
す
鼓
さ
ん
に
つ
い
て
の
レ
ジ
ュ
メ
を
配
布
し
、
予
習
す
る
。

そ
し
て
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
に
と
て
も
詳
し
い
山
口
県
の
ガ
イ
ド
を
し
て

頂
く
。
県
庁
所
在
地
は
山
口
市
で
あ
る
が
、
栄
え
て
い
る
の
は
下
関
市
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
り
、
ま
た
、
都
市
化
し
発
展
す



真
宗
学
会
消
息

到
着
し
、
広
島
か
ら
先
輩
一
人
が
合
流
し
た
。
そ
し
て
、
夕
食
の
場
で
サ

プ
ラ
イ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
い
た
。
萩
出
身
の
武
田
先
生
よ
り
今
ま
で

見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
豪
勢
な
舟
盛
り
の
差
し
入
れ
で
あ
る
。
先
生
方

の
挨
拶
、
学
生
の
自
己
紹
介
の
時
間
を
持
ち
な
が
ら
美
味
し
い
ご
飯
や
お

酒
を
頂
く
こ
と
が
出
来
、
緊
張
が
一
気
に
ほ
ぐ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ

た
。
夕
食
が
終
わ
り
、
京
都
か
ら
先
輩
二
人
が
合
流
し
、
全
二
六
名
が
揃

っ
た
。
そ
し
て
、
夜
遅
く
ま
で
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
、
親
睦
を
深

め
る
た
め
、
次
の
日
の
活
力
を
養
う
た
め
、
お
酒
の
席
は
続
い
た
。

〈
九
月
十
一
日
〉

山
口
県
の
萩
の
名
産
品
で
あ
る
萩
焼
き
の
工
房
に
伺
う
。
四
十
時
間
火

を
く
べ
て
焼
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
萩
焼
き
の
特
色
を
詳
し
く
説
明

し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
萩
焼
き
の
お
店
に
入
る
と
無
性
に
欲
し
く
な
っ

た
。
バ
ス
で
移
動
し
、
次
は
明
治
維
新
を
導
い
た
著
名
な
人
の
町
で
あ
る

国
指
定
史
跡
の
萩
城
城
下
町
を
観
光
す
る
。
高
杉
晋
作
、
木
戸
孝
允
誕
生

の
地
や
高
杉
晋
作
と
伊
藤
博
文
が
幼
い
頃
に
勉
学
に
励
ま
れ
た
寺
院
を
通

っ
た
り
、
ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
青
空
の
も
と
散
策
を
楽
し
ん
だ
。
明
治
維
新

の
時
代
や
歴
史
の
好
き
な
諸
先
輩
方
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
食
い
入
る
よ

う
に
見
て
お
ら
れ
た
。
松
蔭
神
社
、
吉
田
松
陰
歴
史
館
へ
赴
い
た
後
、
小

京
都
と
言
わ
れ
る
津
和
野
へ
行
き
、
昼
食
前
に
少
し
町
並
み
を
歩
い
た
。

ご
み
一
つ
落
ち
て
い
な
い
椅
麗
な
道
の
端
に
は
水
路
が
あ
り
、
そ
の
中
に

た
く
さ
ん
の
大
き
な
鯉
が
い
た
。
歴
史
あ
る
建
造
物
が
立
ち
並
び
風
情
が

あ
っ
た
。

昼
食
を
頂
い
て
一
路
妙
好
人
善
太
郎
さ
ん
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
有
福

の
光
現
寺
へ
行
く
。
深
川
先
生
を
導
師
と
し
て
重
誓
偶
を
お
勤
め
す
る
。

八
一

名
残
り
惜
し
い
気
持
ち
を
後
に
一
行
は
み
す
賀
さ
ん
縁
の
寺
院
で
あ
る
遍

照
寺
に
向
か
う
。
寺
院
に
着
く
と
若
い
ご
住
職
が
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
ず
、
讃
仏
偶
を
お
勤
め
す
る
。
そ
の
後
、
ご
住
職
よ
り
法
話
を
頂
い
た
。

そ
こ
で
み
す
獣
さ
ん
の
詩
の
「
こ
こ
ろ
」
を
紹
介
さ
れ
た
。
父
母
、
祖
父

母
な
ど
家
族
の
愛
情
と
阿
弥
陀
さ
ま
の
こ
こ
ろ
に
気
付
か
せ
て
頂
き
、
素

直
に
受
け
止
め
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
境
内
に
建

て
ら
れ
た
み
す
要
さ
ん
の
お
墓
に
手
を
合
わ
せ
、
み
す
寅
さ
ん
縁
の
地
を

後
に
し
た
。
移
動
中
パ
ス
の
中
か
ら
景
色
を
眺
め
る
と
、
真
っ
青
の
海
と

空
が
広
が
り
、
緑
の
山
々
も
聾
え
立
ち
、
目
の
前
に
自
然
が
溢
れ
て
い
た
。

多
く
の
人
に
詩
を
通
し
て
感
動
を
与
え
た
み
す
蛍
さ
ん
が
こ
の
地
で
生
き

て
お
ら
れ
た
と
思
う
と
感
慨
深
か
っ
た
。
次
は
青
海
島
の
高
台
に
あ
る
浄

土
宗
の
寺
院
・
向
岸
寺
を
参
拝
し
た
。
鯨
の
位
牌
と
過
去
帳
が
残
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
お
り
、
捕
獲
し
た
鯨
そ
れ
ぞ
れ
に
戒
名
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

浄
土
宗
の
寺
院
は
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
と
雰
囲
気
も
異
な
り
、
木
魚
が
並

ん
で
置
か
れ
て
い
た
り
、
目
に
映
る
も
の
が
新
鮮
で
あ
っ
た
。
龍
湊
先
生

を
導
師
と
し
て
重
誓
偶
を
お
勤
め
し
、
ご
住
職
に
お
話
を
頂
い
た
。
海
に

生
き
る
す
べ
て
の
い
の
ち
に
対
し
て
と
鯨
の
霊
を
慰
め
る
「
鯨
回
向
」
が

毎
年
一
回
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
、

「
鯨
脱
過
去
帖
」
と
い
う
一
七
一
九
年
か
ら
一
八
三
七
年
ま
で
記
さ
れ
た

鯨
の
過
去
帳
を
見
せ
て
貰
い
、
鯨
を
供
養
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た

土
地
の
人
々
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
最
後
に
、
母
鯨
と
子
鯨
が
い
つ

で
も
会
え
る
よ
う
に
と
い
う
人
間
の
願
い
か
ら
海
に
向
か
っ
て
建
て
ら
れ

た
鯨
墓
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

一
日
目
の
研
修
が
終
わ
り
、
宿
泊
地
で
あ
る
萩
に
移
動
す
る
。
旅
館
に



真
宗
学
会
消
息

表
現
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
才
市
さ
ん
の
人
間
性
が
表
れ
た
頭
に
二
本
の

角
を
生
や
し
た
肖
像
画
は
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
記
念
撮

影
を
し
て
、
安
楽
寺
を
後
に
し
た
。
研
修
旅
行
最
後
の
工
程
で
あ
る
世
界

遺
産
石
見
銀
山
を
観
光
す
る
。
雨
が
降
る
中
で
の
観
光
で
あ
っ
た
が
、
二

年
前
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
観
光
客
も
多
く

賑
や
か
で
あ
っ
た
。
最
終
日
、
天
候
に
は
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
特

に
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
な
く
順
調
に
旅
路
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
べ
て

の
日
程
が
終
了
し
、
広
島
駅
へ
と
向
か
っ
た
。

今
回
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
の
中
、
旅
行
中
体
調
不
良
の

方
も
出
ず
、
最
後
ま
で
無
事
に
遂
行
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
良
か
っ
た
こ

と
で
す
。
日
本
旅
行
の
千
葉
さ
ん
、
親
睦
委
員
の
龍
湊
先
生
に
は
、
お
忙

し
い
中
時
間
を
取
っ
て
頂
き
、
何
度
と
な
く
無
理
を
聞
き
入
れ
て
頂
い
て
、

三
日
間
で
四
つ
の
寺
院
と
研
修
、
観
光
と
盛
り
沢
山
で
大
変
充
実
し
た
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
細
か
い
配
慮
も
し
て
頂
い
た
こ
と
感
謝

致
し
ま
す
。

ま
た
、
親
睦
委
員
の
大
辻
さ
ん
、
楠
さ
ん
、
南
牒
さ
ん
、
橋
口
さ
ん
、

麿
谷
さ
ん
の
広
報
の
お
か
げ
で
近
年
中
で
は
多
い
二
六
名
と
い
う
参
加
者

を
募
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
親
睦
・
研
修
旅
行
と
し
て
、
日
頃
接
す
る

機
会
が
少
な
い
方
々
と
も
ゆ
っ
く
り
と
お
話
し
す
る
時
間
が
あ
り
、
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方
に
九
名
参

加
し
て
頂
け
た
こ
と
で
学
生
に
と
っ
て
は
研
修
に
加
え
、
た
く
さ
ん
の
学

び
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
旅
行
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
田
先

生
、
ヒ
ロ
タ
先
生
、
深
川
先
生
、
高
田
先
生
、
那
須
先
生
、
武
田
先
生
、

八
一

一

ご
住
職
に
よ
っ
て
、
パ
ネ
ル
で
善
太
郎
さ
ん
の
紹
介
を
頂
い
た
。
善
太
郎

さ
ん
と
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
有
福
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
お
百
姓
さ
ん

で
あ
る
。
三
一
か
ら
四
二
歳
の
問
に
四
人
の
娘
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
こ
と

が
機
縁
と
な
っ
て
お
寺
へ
足
を
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
仏
法
に
照
ら
さ
れ

て
生
き
る
生
活
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
善
太
郎
さ
ん
の
、
全
生
活
を
教
え

を
聞
く
耳
に
し
て
、
真
筆
に
聞
法
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
堂
内
に

あ
る
善
太
郎
さ
ん
直
筆
の
御
文
章
や
善
太
郎
さ
ん
に
つ
い
て
書
か
れ
た

数
々
の
書
物
、
「
妙
好
人
善
太
郎
碑
」
な
ど
の
展
示
物
を
拝
見
し
な
が
ら
、

坊
守
さ
ん
や
前
坊
守
さ
ん
も
出
て
き
て
下
さ
り
、
善
太
郎
餅
（
美
味
し
い

草
も
ち
）
や
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
で
手
厚
い
お
も
て
な
し
を
し
て
頂
い
た
。

お
寺
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
宿
へ
向
か
っ
た
。
宿
泊
し
た
温
泉
津
は
、

名
前
の
通
り
温
泉
町
で
、
外
湯
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
空
き
時
間
を
使
っ

て
入
浴
し
に
行
っ
た
。
旅
行
二
日
目
で
少
し
疲
れ
た
体
は
心
身
と
も
に
癒

さ
れ
た
。

〈
九
月
十
二
日
〉

最
終
日
、
朝
食
後
す
ぐ
に
バ
ス
に
乗
り
、
そ
の
日
最
初
の
目
的
地
、
妙

好
人
浅
原
才
市
さ
ん
縁
の
寺
院
で
あ
る
安
楽
寺
に
向
か
っ
た
。
十
五
分
で

到
着
。
重
誓
偶
の
お
勤
め
の
後
、
ご
住
職
よ
り
才
市
さ
ん
の
冊
子
や
レ
ジ

ュ
メ
を
配
布
さ
れ
た
上
で
法
話
を
し
て
頂
い
た
。
浅
原
才
市
さ
ん
は
、
お

父
さ
ん
の
亡
く
な
っ
た
後
、
熱
心
に
求
道
さ
れ
お
念
仏
を
喜
ば
れ
た
方
で

あ
る
。
そ
の
喜
び
は
た
く
さ
ん
の
詩
（
「
口
あ
い
」
）
と
し
て
ノ
ー
ト
に
清

書
さ
れ
残
さ
れ
た
。
ノ
ー
ト
は
七
十
冊
、
歌
わ
れ
た
詩
は
一
万
首
に
も
及

ぶ
。
展
示
さ
れ
て
い
る
詩
を
読
ん
で
い
る
と
才
市
さ
ん
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
る
。
浄
土
真
宗
の
教
え
を
真
っ
直
ぐ
に
受
け
止
め
ら
れ
心
の
ま
ま
に



◇
第
一
回
卒
業
論
文
説
明
会

期
日
平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
（
火
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

卒
業
論
文
の
説
明
平
井
幸
太
郎
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

体
験
談
武
末
直
也
（
大
学
院
・
Ｍ
１
）

谷
賞
照
（
大
学
院
・
Ｍ
１
）

吾
勝
先
生
、
堀
先
生
、
大
学
院
生
、
学
部
生
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
旅
行
先

で
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
ご
迷
惑
も
た
く
さ
ん
お
掛
け
し
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
大
変
有
意
義
な
研
修
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
い
た
。

（
報
告
者
藤
井
顕
子
）

研
究
委
員
会
報
告

真
宗
学
会
消
息

◇
真
宗
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

期
日
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
二
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

発
表
者
お
よ
び
発
表
題
目

①
親
鴬
の
生
死
観
に
つ
い
て
の
一
考
察

ｌ
現
代
人
の
「
い
の
ち
」
の
問
題
Ｉ
稲
田
尚
丈

②
中
国
語
圏
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
開
教
に
つ
い
て

ｌ
戦
前
・
戦
中
の
開
教
歴
史
及
び
現
在
の
開
教
に
お
け
る
課
題
ｌ

王
仁
興

③
蓮
如
上
人
に
お
け
る
伝
道
の
特
色

ｌ
本
願
寺
興
隆
の
背
景
を
中
心
と
し
て
Ｉ
近
石
哲

④
親
驚
に
お
け
る
菩
薩
観
ｌ
『
入
出
二
門
偶
』
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

土
井
慶
造

⑤
親
驚
の
浄
土
観

ｌ
人
間
観
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
の
考
察
Ｉ
東
光
真
法
香

⑥
曇
鴬
教
学
に
お
け
る
空
思
想
の
一
考
察
長
宗
博
之

野
村
淳
爾
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

④
「
タ
ノ
ム
」
考
ｌ
国
語
学
的
考
察
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

能
美
潤
史
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

⑤
存
覚
上
人
に
お
け
る
来
迎
思
想平

井
幸
太
郎
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

⑥
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
西
方
浄
土
観

入
井
公
昭
（
大
学
院
研
究
生
）

八
三

◇
真
宗
学
会
研
究
発
表
会

期
日
平
成
二
十
一
年
七
月
二
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

発
表
者
お
よ
び
発
表
題
目

①
『
論
註
』
に
お
け
る
聞
名
思
想
と
仏
身
論
の
関
係
考

田
中
無
量
（
大
学
院
・
Ｄ
２
）

②
親
鴬
著
作
に
お
け
る
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
位
置

山
崎
淳
大
（
大
学
院
・
Ｄ
２
）

③
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
他
力
の
一
考
察



弘好孝
徳期華浩

⑦
善
導
と
親
鴬
の
教
学
に
対
す
る
一
考
察

’
二
種
深
信
を
中
心
と
し
て
ｌ

⑧
浄
土
真
宗
に
お
け
る
女
人
観

⑨
親
鴬
の
悪
人
正
機
説
の
考
察

⑩
真
宗
か
ら
見
る
自
死
問
題
の
研
究

真
宗
学
会
消
息

内宮藤平
手雄井

◇
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
六
十
三
回
大
会

期
日
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
日
（
火
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

日
程一

、
研
究
発
表
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

①
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
示
さ
れ
る
往
生

山
崎
淳
大
（
大
学
院
・
Ｄ
２
）

②
存
覚
上
人
に
お
け
る
教
義
と
そ
の
立
場

ｌ
教
判
論
・
機
法
論
を
中
心
に
ｌ

川
野
寛
（
大
学
院
・
Ｄ
２
）

③
真
言
密
教
と
真
宗
教
学
１
機
と
法
の
問
題
②
ｌ

武
田
一
真
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

④
『
御
文
章
』
と
『
三
部
仮
名
紗
』能

美
潤
史
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

⑤
道
緯
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
「
臨
終
」
に
対
す
る
関
心

中
平
了
悟
（
個
人
会
員
Ａ
）

⑥
真
宗
教
学
史
に
お
け
る
来
迎
理
解
と
そ
の
源
泉

井
上
見
淳
（
龍
谷
大
学
講
師
）

◇
第
二
回
卒
業
論
文
説
明
会

期
日
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
一
一
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

卒
業
論
文
の
説
明
龍
漢
章
雄
（
龍
谷
大
学
教
授
）

体
験
談
和
田
芳
樹
（
大
学
院
・
Ｍ
１
）

龍
尾
崇
（
実
践
真
宗
学
・
Ｍ
１
）

皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
無
事
、
本
年
度
の
全
日
程
を
成
功
の
内
に
終

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。本

年
度
は
、
真
宗
学
科
卒
業
論
文
説
明
会
を
二
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

⑦
多
様
化
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
宗
教
観
と
浄
土
真
宗
の
伝
道

那
須
英
勝
（
龍
谷
大
学
教
授
）

二
、
評
議
員
・
理
事
会
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

三
、
記
念
講
演
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
現
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
課
題

講
師
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
末
木
文
美
士
氏

四
、
記
念
撮
影
大
宮
学
舎
本
館
前

五
、
総
会
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

①
学
会
長
挨
拶

②
六
角
仏
教
会
奨
学
金
の
伝
達
式

③
議
長
選
出

④
総
会

八
四



二
回
と
も
多
く
の
学
部
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
説
明
会
を
通
し
て
学

部
生
に
卒
業
論
文
の
作
成
方
法
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
反
省
点
を
改
善
し
、
良
か
っ
た
点
を
活
か
す
こ
と
を
通
し
て
、

よ
り
充
実
し
た
運
営
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
報
告
和
田
芳
樹
）

学
会
費
・
会
計
に
つ
い
て
、
何
か
ご
不
明
な
点
・
お
気
付
き
の
点
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
報
告
川
元
恵
史
）

真
宗
学
会
消
息

八
五

「
真
宗
学
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
第
七
七
号
か
ら
第
一
一
九
・

一
二
○
合
併
号
を
御
希
望
の
方
は
、
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
合
同
研

究
室
（
○
七
五
’
三
四
三
’
一
一
一
一
一
一
一
一
）
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
た
だ
し
第
八
七
・
八
八
・
八
九
号
は
残
部
が
あ
り
ま
せ
ん
。

通
常
号
は
一
冊
千
円
、
合
併
号
は
一
冊
三
千
円
で
す
。

庶
務
委
員
会
報
告

平
成
二
十
一
年
度

・
五
月
運
営
協
議
会
後
、
学
会
費
納
入
依
頼
な
ど
の
仕
事
の
引
き
継
ぎ
。

真
宗
学
会
一
般
会
員
・
大
学
院
生
の
名
簿
整
理
、
並
び
に
昨

年
度
ま
で
の
学
会
費
納
入
状
況
の
確
認
。
学
会
費
未
納
者
に

対
す
る
催
促
状
の
作
成
と
発
送
。

・
七
月
真
宗
学
会
一
般
会
員
、
及
び
新
入
生
の
名
簿
整
理
。

・
八
月
学
会
費
納
入
依
頼
状
の
作
成
、
発
送
準
備
、
発
送
。

・
十
月
第
六
三
回
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
大
会
の
案
内
状
の
発
送
準
備
、

発
送
。

・
十
一
月
十
日
第
六
三
回
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
大
会
に
お
い
て
受
付

を
設
置
。
学
会
費
の
徴
収
を
行
う
。



龍谷大学真宗学会会計報告
ａ・平成20年度決算

①平成19年度繰越金

② 学会費

〔内訳〕

･個人会員Ａ（正会員）

一般会員

5,000×２３８＝1,190,000

Ｍ１回生

10,000×１１＝１１０，０００

Ｍ２回生

10,000×９＝９０，０００

Ｍ３回生以上

５，０００×３＝１５，０００

Ｄ１回生

１５，０００×４＝６０，０００

教員

５，０００×１８＝９０，０００

･個人会員Ｂ（学生会員）

Ｌ１回生

１６，０００×１１９＝１，９０４，０００

Ｌ２回生以上

１６，０００×７３＝１，１６８，０００

Ｌ５回生以上

4,000×８＝32,000

Ｌ３回生（編転入）

8,000×１７＝１３６，０００

･学会誌販売

27.000

③龍谷学会出版助成金

④利息

計

収入の部

決算

1,949,113

4.822.000

300

１

000

136

7,072,249

予算

１，９４９，１１３

6,605,000

300,000

８８７

8,855,000

(単位：円）

差額

０

-1,783,000

０

249

－１，７８２，７５１

八

六



八
七

(単位：円）

支出の部

決算ｉ予算 差額

①編集委員会
･真宗学（117,118発送費）

３，５４０

･真宗学（119.120編集・発
送費）3,210

･真宗学編集費２
.真宗学科学生論集３８１
.雑誌論文目録作成５０

．学会講演テープ編集費

９
９
１
９

030

780

595

000

５０，０００

②研究委員会
・大会運営費288,404

１.講師謝礼・交通費・親睦
会 費 1 2 0 ,000

２.弁当・茶菓子・コーヒー

代・花代・プログラム作
成費・大会事務費

6８

3.アルバイト代１００

。深草例会費７０

，
，
，

404

000

000

･大会案内状印刷・発送費

③親睦委員会
4８，４８０

･新入生懇親会費１６７

.新入生懇親会費(社）１

●
●

２回生懇親会費１６５

２回生懇親会費(社）３

９
１
１
９

OOO

OOO

OOO

OOO

･大学院新入生懇親会費ＭＤ
240

･学会研修補助費７００

④庶務委員会
･通信事務費 ９

.納入依頼関係３６

９
９

000

000

325

080

･封筒・振込用紙印刷代０
● アルバイト代１２ ０

･合同研究室運営費５１

．インターネット管理費

⑤反省会費
⑥慶弔費
⑦予備費

１
９

000

905

200,000

３，６９７，９４５

４０６，８８４

1,276,000

４１７，３１０

100,000
0

２２，３３７

3,070,000

450,000

1,276,000

600,000

１００，０００

１００，０００

３，２５９，０００

627.945

－４３，１１６

０

－１８２，６９０

－１００

－３，２３６ ，

０

000

663

計 5,920,476 8,855,000 －２，９３４，５２４

次年度繰越金

(収入決算一支出決算）
1,151,773

計7,072,249



(単位：円）

八

八

以上の平成20年度決算報告について，相違ありません。

平成21年５月20日庶務大田利生井上善幸

壬生泰紀

以上の平成20年度決算報告について，監査の結果，相違ありません。

平成21年５月22日会計監査普賢保之

後藤明信

以上の平成20年度決算報告について，平成21年度第１回学内評議員・理

事会及び運営協議会において承認されました。

平成21年６月４日学会長大田利生

議長栗原直子

ｂ・学会事業基金決算

収入の部

① 平成19年度繰越金 3.202.936

② 利息 6.815

計 ０



a・平成21年度予算案

八
九

(単位：円）

収入の部

21年度予算算 20年度予算 差額

①平成20年度繰越金

②学会費

〔内訳〕

･個人会員Ａ（正会員）

一般会員

5,000×２４０＝1,200,000

Ｍ１回生

10,000×１８＝180,000

Ｍ２回生

１０，０００×１３＝１３０，０００

Ｍ３回生以上

Ｄ１回生

５，０００×６＝３０，０００

15,000×５＝７５，０００

Ｄ２回生

15,000×３＝４５，０００

実Ｍ１回生

教員

15,000×２４＝３６０，０００

５，０００×２３＝115,000

･個人会員Ｂ（学生会員）

Ｌ１回生

１６，０００×１５８＝２，５２８，０００

Ｌ２回生以上

16,000×７５＝1,200,000

Ｌ３回生（編転入）

8,000×１３＝104,000

･学会誌販売・寄付等

③龍谷学会出版助成金

④利息

20,000

１，１５１，７７３

５，９８７，０００

300,000

１，２２７

1,949,113

6,605,000

300
，
000

887

－７９７，３４０

－６１８，０００

0

340

計 7,440,000 8,855,000 －１，４１５，０００



九
○

(単位：円）

支出の部

21年度予算 20年度予算 差額

①編集委員会

･真宗学（121.122編集・発

送 費 ） 1 , 800

､真宗学編集費２０

.真宗学科学生論集４００

.雑誌論文目録作成５０

.学会講演編集費５０

②研究委員会

･大会運営費３２０

1.講師謝礼１２０

２.事務諸経費１００

３.アルバイト代100

･深草例会費７０

．卒論指導関連経費２０

，

，

，
，

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

･大会案内状印刷・発送費

③親睦委員会

6０，０００

･教育補助・懇親費（１回生）

158,000

．教育補助・懇親費（２回生）

１６５，０００

･教育補助・懇親費(大学院）

186

･学会研修補助費４００

④庶務委員会

･通信事務費５０

.納入依頼関係５０

．封筒・振込用紙印刷代

●

5０

アルバイト代１ ２ ０

･合同研究室運営費１２０

.インターネット管理費

⑤反省会費

⑥予備費

，

１
９

000

000

000

000

000

000

000

500.000

２，３２０，０００

４７０，０００

９０９，０００

８９０，０００

100,000

2,751,000

3,070,000

４５０，０００

１，２１６，０００

６００，０００

100,000

３，３１９，０００

750,000

20,000

307,000

290,000

0

５６８，０００

小計 7,440,000 ８．７５５．０００ -１，３１５，０００



第
一
条
（
名
称
及
び
事
務
所
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会

（
”
①
の
①
閏
ｇ
シ
の
の
○
口
皇
ｇ
ｏ
｛
の
宮
邑
国
巨
呂
巨
の
日
）
と
称
し
、

事
務
所
を
龍
谷
大
学
真
宗
学
研
究
室
に
お
く
。

第
一
一
条
（
目
的
）
本
会
は
真
宗
学
の
研
究
教
育
の
発
展
及
び
会

員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

第
一
一
一
条
（
事
業
）
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
下

の
事
業
を
行
う
。

一
、
学
術
大
会

二
、
機
関
誌
「
真
宗
学
」
（
］
○
日
目
］
○
烏
の
冒
巳
①
の
旨
の
冨
邑

国
呂
号
厨
日
）
の
発
行

三
、
そ
の
他
必
要
な
事
業

第
四
条
（
会
員
）
本
会
は
下
記
の
会
員
で
組
織
す
る
。

一
、
名
誉
会
員
本
会
に
功
績
の
あ
っ
た
人
の
中
か
ら
、
理
事

会
が
こ
れ
を
推
薦
し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

二
、
個
人
会
員
Ａ
龍
谷
大
学
真
宗
学
担
当
の
専
任
教
員
、
文
学

（
普
通
会
員
）
研
究
科
真
宗
学
専
攻
並
び
に
実
践
真
宗
学
研

究
科
実
践
真
宗
学
専
攻
在
籍
の
大
学
院
生
、

及
び
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
も
の
。

三
、
個
人
会
員
Ｂ
龍
谷
大
学
文
学
部
の
真
宗
学
専
攻
の
学
生
。

（
学
生
会
員
）

四
、
個
人
会
員
Ｃ
真
宗
研
究
を
主
目
的
と
す
る
大
学
、
短
期
大

（
団
体
会
員
）
学
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
学
校
、
学
術
団
体
並

び
に
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
団
体
。

す
べ
て
の
会
員
は
第
三
条
に
定
め
る
事
業
に
参
加
し
、
本
会
の
刊

行
物
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
普
通
会
員
の
う

ち
大
学
院
修
士
課
程
修
了
以
上
の
学
歴
、
も
し
く
は
同
等
の
学
識

を
有
す
る
研
究
者
は
、
学
術
大
会
及
び
機
関
誌
に
お
い
て
そ
の
研

究
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
研
究
発
表
・
論
文
投
稿

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
会
則

に
関
し
て
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
五
条
（
役
員
）
本
会
に
は
下
記
の
役
員
を
お
く
。

一
、
会
長
一
名
理
事
の
中
か
ら
互
選
し
、
本
会
を
代
表

し
て
会
務
を
統
理
す
る

二
、
副
会
長
一
名
理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指
命
す
る
。
副

会
長
は
会
長
不
在
の
時
、
会
長
の
職
務

を
代
行
す
る
。

三
、
理
事
若
干
名
評
議
員
の
中
か
ら
互
選
す
る
。
理
事
は

理
事
会
を
組
織
し
、
会
務
を
処
理
す

る
。

四
、
評
議
員
若
干
名
会
員
の
中
か
ら
、
総
会
に
お
い
て
選
出

す
る
。
評
議
会
は
評
議
員
会
を
組
織
し
、

特
に
重
要
な
会
務
を
審
議
す
る
。

五
、
監
査
委
員
二
名
会
長
が
理
事
、
評
議
員
の
中
か
ら
委
嘱

し
、
会
計
の
監
査
を
行
う
。

六
、
編
集
委
員
若
干
名
会
長
が
理
事
、
評
議
員
の
中
か
ら
委
嘱

し
、
機
関
誌
「
真
宗
学
」
の
編
集
を
行

ア
フ
Ｏ

役
員
の
任
期
は
、
二
ヶ
年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
た
い
。

第
六
条
（
顧
問
・
参
与
）
本
会
に
顧
問
及
び
参
与
を
お
く
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
条
（
運
営
）
本
会
の
事
務
的
な
運
営
の
た
め
に
、
運
営
協

議
会
を
設
け
る
。
運
営
協
議
会
の
規
定
は
別
に
定
め
る
。

第
八
条
（
総
会
）
会
員
の
三
分
の
一
以
上
の
要
望
及
び
理
事
会

の
召
集
に
よ
り
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
議
決
定
は

出
席
者
の
過
半
数
以
上
の
承
認
を
要
す
る
。

第
九
条
（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
寄
付
金
、
そ
の
他

の
収
入
に
よ
る
。

第
十
条
（
会
費
）
会
員
は
本
会
維
持
の
た
め
個
人
会
員
Ａ
は
年

額
五
千
円
そ
の
他
は
年
額
四
千
円
の
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

〈
但
し
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
度
よ
り
〉

第
十
一
条
（
会
則
変
更
）
本
会
則
の
変
更
は
、
評
議
員
の
議
を

九



経
た
の
ち
、
総
会
の
決
議
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、

翌
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

附
則
①
本
会
則
は
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
十
一
月
二
十

二
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
会
費
の
改
定
は
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
十
一
月
二
十

一
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
本
会
則
は
二
○
○
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十
一
日

の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
、
二
○
○
九
年
（
平
成

二
十
一
年
）
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第

五
条
（
役
員
）
二
項
の
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
八

年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十
一
日
の
大
会
終
了
を
も
っ

て
適
用
さ
れ
る
。

九



第
六
条

第
一
項

第
一
条
（
名
称
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
と
称

す
る
。

第
二
条
（
目
的
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
々
則
に
基
づ
き
学

会
の
運
営
に
関
す
る
諸
事
項
を
審
議
・
決
定
し
、
実
務
を

担
当
す
る
。

第
三
条
（
構
成
員
）
本
会
の
構
成
員
は
下
記
の
通
り
と
す
る
。

㈹
真
宗
学
担
当
の
専
任
教
員

㈲
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻
・
実
践
真
宗
学
研
究
科
実

践
真
宗
学
専
攻
の
各
演
習
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

例
文
学
部
真
宗
学
科
の
各
演
習
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

㈲
議
長
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

第
四
条
（
組
織
）

第
一
項
本
会
に
は
審
議
・
決
定
機
関
と
し
て
の
協
議
会
と
執
行
機

関
と
し
て
の
委
員
会
を
設
け
る
。

第
二
項
協
議
会
は
原
則
と
し
て
、
前
条
の
全
構
成
員
に
よ
っ
て
組

織
す
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
左
の
ご
と
き
分
科
協
議
会

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
大
学
院
協
議
会

何
学
部
協
議
会

第
三
項
分
科
協
議
会
の
決
定
は
協
議
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
執

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
項
委
員
会
は
研
究
・
親
睦
・
編
集
・
庶
務
の
四
部
門
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
専
任
教
員
・
大
学
院
幹
事
・
学
部
幹
事
各
一
名

以
上
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第
五
項
各
委
員
会
の
委
員
長
は
大
学
院
幹
事
よ
り
議
長
が
下
記
の

通
り
任
命
す
る
。

㈹
研
究
委
員
長
一
名

㈲
親
睦
委
員
長
一
名

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
規
定

第
二
項

第
七
条

第
八
条

第
九
条

第
五
条

付
則

例
編
集
委
員
長
一
名

目
庶
務
委
員
長
一
名

（
委
員
会
の
業
務
内
容
）

㈹
研
究
委
員
会
…
…
大
会
・
例
会
等
主
と
し
て
研
究
に

関
す
る
事
項

㈲
親
睦
委
員
会
…
…
旅
行
、
歓
送
迎
会
等
主
と
し
て
親

睦
に
関
す
る
事
項

例
編
集
委
員
会
…
…
学
会
誌
の
編
集
等
主
と
し
て
編
集

に
関
す
る
事
項

目
庶
務
委
員
会
…
…
会
計
及
び
庶
務
全
般
に
関
す
る
事

項

（
議
長
・
副
議
長
・
書
記
）

協
議
会
の
議
長
一
名
・
副
議
長
二
名
以
内
は
幹
事
の
互
選

と
す
る
。

協
議
会
の
書
記
三
名
以
内
は
議
長
よ
り
任
命
さ
れ
る
。

（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
真
宗
学
会
が
負
担
す
る
。

（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
真
宗
学
会
の
年
度
に
準
ず
る
。

（
規
定
の
変
更
）
本
規
定
は
協
議
会
が
発
議
し
、
真
宗
学

会
大
会
の
決
議
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
本
規
定
は
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
十
一
月
二
十

四
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

②
本
規
定
は
二
○
○
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十

一
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
、
二
○
○
九

年
（
平
成
二
十
一
年
）
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

九



１

１

１

１

（
編
）
（
集
）
（
後
）
（
記
）

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

『
真
宗
学
』
第
一
一
一
一
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
に
は
、
文
学
部
准
教
授
の
井
上
善
幸
先
生
、

同
講
師
の
高
田
文
英
先
生
、
国
際
文
化
学
部
教
授

の
嵩
満
也
先
生
の
研
究
論
文
と
、
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
課
程
二
回
生
の
山
崎
淳
大
君
の
研
究
論

文
、
さ
ら
に
は
真
宗
学
会
第
六
三
回
大
会
（
平
成

二
一
年
一
一
月
一
○
日
開
催
）
で
行
わ
れ
た
大
谷

大
学
名
誉
教
授
の
安
富
信
哉
先
生
の
記
念
講
演
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
上
先
生
は
、
真
宗
学
の
教
員
の
な
か
に
お
い

て
も
、
そ
の
学
問
的
関
心
は
き
わ
め
て
多
方
面
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
天
親
が
善
男
子
、
善
女
人
の

行
と
し
て
示
し
た
五
念
門
に
つ
い
て
、
親
鷲
の
明

か
し
た
『
入
出
二
門
偶
』
の
五
念
門
の
行
者
は
い

か
な
る
も
の
か
、
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で

す
。
高
田
先
生
は
、
今
年
度
か
ら
大
学
に
着
任
さ

れ
た
最
若
手
の
教
員
で
す
。
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』

の
思
想
背
景
、
な
ら
び
に
真
宗
教
義
に
お
い
て
も

大
い
に
問
題
と
な
る
仏
智
疑
惑
の
課
題
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
嵩
先
生
は
国
際
文
化
学
部

長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
て
い
る
先
生
で
す
。
多
忙

な
中
、
真
宗
の
み
な
ら
ず
今
日
の
世
界
的
問
題
で

あ
る
環
境
論
に
つ
い
て
果
敢
に
論
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
山
崎
君
の
論
文
は
近
時
の
問
題
と
な
っ

て
い
る
往
生
に
つ
い
て
、
今
ま
で
と
は
異
な
っ
た

視
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
も
の
で
す
。
安
富
先
生

は
大
谷
大
学
に
お
け
る
親
驚
研
究
の
学
風
の
特
色

を
如
実
に
あ
ら
わ
す
内
容
の
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
誌
上
を
借
り
て
、
各
先
生
に

謹
ん
で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
編

集
作
業
を
ほ
ぼ
予
定
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
謝
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
○
○
九
年
度
は
真
宗
学
に
と
っ
て
大
き
な
変

化
の
年
で
し
た
。
そ
れ
は
真
宗
学
と
し
て
長
年
切

望
さ
れ
な
が
ら
も
、
容
易
に
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
真
宗
実
践
に
関
す
る
大
学
院
が
開
設

さ
れ
た
か
ら
で
す
。
新
し
い
大
学
院
の
設
置
は
、

真
宗
学
の
必
然
的
展
開
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
時
代
的
要
請
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
、
真
宗
の
学
問
研
究
と
実
践
学
が

と
も
に
緊
張
関
係
を
持
ち
つ
つ
時
機
相
応
の
真
宗

学
と
し
て
進
化
、
発
展
す
る
こ
と
を
切
に
願
う
も

の
で
す
。
（
川
添
泰
信
記
）

九
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発
行
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大
学
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会

電
話
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宅
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‐
一
一
一
四
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
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者

真
宗
学
会

編
集
委
員
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宗
学
会
長

転
発
行
者
大
田

(禁

印
刷
所
㈱
印図
刷書

利

生

同
朋
舎

平
成
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十
二
年
三
月
十
日
印
刷

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日
発
行
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